
大阪市の人員配置について（案）

大阪市の児童相談件数の推移

相談部門等 125人 相談部門等

7区合計 144人
各特別区に横須賀市規模

の児童相談所を設置（7区）
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《参考》

一時保護所

（定員70名） 44人

169人

7区合計 144人

一時保護所

（共同設置） 37人

181人

相談部門等 33人×7区
= 231人

一時保護所 12人×7区
（定員25人） = 84人

の児童相談所を設置（7区）

315人第2一時保護所分の
試算なし

第2一時保護所
(H26年春開設予定)

総合計 199人

約30人程度

大阪市 <7区案>
（1特別区あたり）

横須賀市

人口
<H25.4.1現在>

383千人 410千人

相談件数
<平成24年度>

1,673件 1,255件

（内虐待） （403件） （475件）

職員体制　相談部門等
<H25.4.1現在>

33人

職員体制　一時保護所
<H25.4.1現在>

12人

15～35人
<パッケージ案>


